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《技術 ・家庭科（家庭分野）》

学びをつなげよりよい生活を創造する生徒の育成 (2年次）

ーアクティブ・ラーニングの視点を取り入れた生活文化の継承•発信の授業実践を通して一

上間江利子＊田原美和＊＊土屋善和＊＊

＊琉球大学教育学部附属中学校 ＊＊琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

1 社会的背景から

これからの社会は、予測が難しく変化の激しい時代

と言われている。生徒達がこれからの社会をよりよく

生きていくためには、思考スキルを使って問題解決し

ていく力が求められている。本校研究テーマ 21世紀型

思考力を、社会の変化に対応し、 21世紀をよりよく生

きる力を支える思考力と本教科では捉え、研究を進め

ていく。教育課程部会家庭、技術・家庭ワーキンググ

ループ斑料Ill家庭科の今後の任り方の中で、生活上の課

辿を設定し、解決方法を考え計画を立てて実践すると

いった問題解決的な学習が効果的に行われていないこ

とを課題として拳げている。そこで、「将来を見通した

生活設計に必要な生活の課題についての内容を充実す

る必要がある。」'2'とし、今後の家庭科の改善の視点案

として

「家庭科で育成する資質・能力j131が示された（図 1)。

〇生活を科学的に理解し、生涯を通して安心•安全 ・ 健康

的な生活を営む実践力を育成する

0生活の課題を解決するために、様々な年代の人と協働

し、コミュニケーションしてt体的に参画するカ

●少子高齢化に対応するカ

（子育て理解、絲齢者の理解、生涯生活設計能力）

●生活課題を解決するために必要な社会参画カ・コミュニ

ケーション能力（地域コミュニティを構築）

●持続可能な社会を構築するカ

（消野 ・環境に配邸したライフスタイルの確立）

●グローバル化に対応するカ

（衣食住の生活文化の継承 • 発信）

図1 家庭科で育成する資質 ・能力131

家庭科は生活に関わる教科であ り、社会の変化への

対応を踏まえた指尊が今後より一居求められる。「家庭

科で育成する賓質 ・能力」 ：31 (図 1)を目指し、本教科

の授業実践を考えていきたい。

2 これまでの研究から

昨年度から本校家庭科は、「学びをつなげよりよい生

活を創造する生徒の育成」について研究を進めてきた。

1年次の成果と課題は次の通りである。

(1) 成果

・アクテイプ ・ラーニングの視点を取り入れた食生活

を題材と した学習を計画し、実践することができた。

・知識構成型ジグソー法の食生活分野の授業実践がで

きた。また、公立の家庭科教諭と協力し、エキスパ

ート賓料の検討、検証授業を行うことができた。

・振り返りを活用することで、生徒の学びのプロセス、

理解、気づきが明確になり、授業づくりに活かすこ

とができた。

(2) 課題

・知識楷成型ジグソー法が普通教室での実践であった

ため、参観者の先生方から「家庭科室で行えると取

り組みやすい」との提案があった。家庭科室で実践

できる座席の検討を行っていく。

• 生徒の思考の深まり、学びのプロセスがみとれるワ

ークシートの工夫を行い、教師と生徒が学ぴのプロ

セスを共有することで、より詳細なみとりにつなげ

ていく 。
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3 生徒の実態から

昨年度、 1学年の「和食を基本とした一汁三菜の献

立を考えよう」の学習で、和食は2013年にユネスコ無

形文化迫産に登録され世界的に注目されていることや、

日本の伝統的な食文化であるということは知っていて

も、『このメニューは和食？』『みそ汁とすまし汁の違

いは？』など、和食の理解はそれぞれに異なり個人差

があった。献立学習は個人からペア、グループヘとつ

なげ、作成した献立をもとに調理実習を行うというゴ

ールを設定したことで、主体的に取り組む姿が見られ

た。 しかし、参考にした教科書の献立の食材が初めて

知るものであったりすると、『山椒ってなに？』『どう

いうもの？』など教師への質問が多かった。そこで、

家庭での実践へつなげるためにも教師が答えるのでは

なく 、生徒自らで知識を獲得していく力を身に付けさ

せたいと考え、タブレットをペアで1台割り当て献立

作成に取り組ませたり、図書館の活用を行った。

生徒達は日本に居ながら、様々な国の料理を食する

ことができる哀境にあり、「和食」「洋食」の違いを意

識する機会も少ない。また、和食について自信を持っ

て説明できる生徒も少ない。大人でも 「和食」につい

ての理解は曖昧で説明できる人は少ないとも言われて

いるが、生活文化の継承 • 発信は家庭科で育成する毀

質 ・能力の一つであり、大切であると考える。

そこで、 今年度は日本の生活文化の継承 • 発信を題

材とし、アクティブ ・ラーニングの視点を取り入れた

授業実践を研究していく 。自国の生活文化の良さに対

する理解を深め、自身の生活に生かし継承 • 発信でき

る生徒の育成を目指す。

II 本研究の目的

本研究の目的は、アクティブ ・ラーニングの視点を

取り入れた家庭科における生活文化の継承 • 発信の授

業実践を通して、日本人の生活事象の見方 ・考え方を

理解し、生活文化を多面的 ・多角的に捉え、良さに気

づき主体的に継承 • 発信しようとする生徒を育成する

ことにある。

m 目指す生徒像

1 よりよい生活を目指し、主体的に学び、生活を工

＇ 

夫し創造できる生徒。

2 日本の生活文化を多面的 ・多角的に捉え、良さに

気づくことができる生徒。

lV 研究内容

1 家庭科における思考カ・判断カ・表現力等

家庭科では「生活を工夫し創造する能力」が「思考

カ ・判断カ ・表現力等Jにあたり、教育課程部会賓料141

の中で、 3つの能力をこれからの生活を展望して、よ

りよい生活を目指して課題を解決し、生活の中で活用

する能力とし、次のように示されている（図 2)。

思

考 ①様々な生活事象について他の生活事象と関連付

力 け、批判的に検討し、総合的に考察するカ

②家族 ・家庭や地域における問題を課題として把握

判 し、解決策を構想し、評価 ・計画するカ

断
③実習や観察 ・実験、調査、交流活動等の結果につ

力
いて、根拠や理由を明確にして論理的に説明した

り、発表したりするカ
表

現
④他者の意見を取り入れたり、自分の意見を主張し

力
たりして意見交流するカ

等
図2 家庭分野における思考カ・ 判断カ・表現力等41

「③根拠や理由を明確にして論理的に説明したり、発

表したりする力」については、昨年度の研究実践、食

生活の知識構成型ジグソー法の中で取り組んだ。学校

全体で育成に取り組んでいる能力でもある。「④他者

の意見を取り入れたり、自分の意見を主張したりして

意見交流する力」については、よりよい意思決定力に

もつながる。可能な限り毎回の授業の中で、はぐくん

でいけるよう意見交流の場の設定を行っている。そこ

で、今年度は「①様々な生活事象について他の生活事

象と関連付け、批判的に検討し、総合的に考察する力」

の育成を丁寧に取り組んでいくことで、本教科の研究

テーマ「学びをつなげよりよい生活を創造する生徒の

育成」の実現に迫れるものと考えた。

様々な生活事象について捉え考える場面で、多くの

生徒は、表面的な部分、主だった部分での解釈や知識

に頼りがちな面がある。『なぜそうなのか？』『理由は？』

と聞いてみると『教科害に害いてあったから』 『そう習
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ったから』『そう思うから』と回答する生徒も多いライ

フスタイルが多様化し、答えは一つではないことや多

様な考えや意兄があっていいことをベースに授業を行

っているが、「自分の考えであれば何でもよいというこ

とではない」課題解決に向けた意見交流の場面で『い

ろんな意見があっていいんだよ』と教師は声かけを行

うが、その根拠となるのが「生括の常みに係る見方 ・

考え）］」である。以上のことを踏まえて本研究では、

よりよい生活を工夫し創造できるよう、 「生活の営み

に係る見方・考え方」を通して思考カ ・判断カ ・表

現）］等をはぐくむ家庭科の授業を考えていきたい。

アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた

生活文化の継承•発信の授業デザイン

「生活を工夫し創造する能力」をみとる場面で、家庭

科の学びを自身の生活につなげ、工夫を考えていくが、

生徒それぞれの生活は異なるので、多様な生活の工夫

を考えて欲しいが、家庭科の学び以上に考えを広げる

ことができない生徒も多い。その要因として部活動や

塾通いで家庭で過ごす時間が減少していることにより 、

生徒自身の生活にうまく附き換えられていない点が挙

げられる。生活のエ夫の仕方について、具体的な例を

提示し解を示してしまうと考えが深まらないため、生

徒自身に解を迎き出させる手立てを購じる必要があ

る。

(1) 多様な生活の工夫につなげる茶道体験

「一つの茶碗に点てたお茶を、一緒にいる人と味わ

い、楽しみ、すばらしい時間を過ごすために心を配っ

たり、工夫したりするのが茶道だと言われている。」 (Sl

また日本の四季に合わせた経らし方の工夫や、生活を

楽しむ知恵が継承されている。「茶道」は生活の工夫を

考えるヒントにつながると考え家庭科で教材化するこ

とにした。茶道を通して目の前で行っている所作一つ

一つの意味を理解することは、生活事象を多面的 ・多

角的に捉えることにつながると考えるC 茶道で使う茶

碗や、道具の一つ一つにストーリーがあり、 作り手の

職人の方々も伝統を受け継いできている。日々の生活

は、毎日繰り返されているため、一つ一つの生活行動

を、深く考えて行うことは少ないが、茶道を通して日

本人の生活中象の見方 ・考え方を知り、生活事象の背

屎まで考えを広げ、多面的 ・多角的に自身の生活を捉

えることができるよう茶道と家庭科の学び、生徒の生

活をつなげていきたい。

2
 

(2) 家庭科で取り組む茶道の教材化

生徒が伝統文化を継承していこうと主体的になるに

は、文化の良さに気づいた時であると考える。日木の

生活文化の良さに気づくこ とができるための教材研究

を行った。日本の代表的な伝統文化の一つである茶道

の中には、現代にもつながる生活の工夫が多くある。

茶道を通して、日本の生活文化の良さに気づくことが

できるアプローチを考えた。千利休は、お茶の真意を

伝えるために七則 （七つの教え） ，61を残した（図3)。

茶
は
服
の
よ
き
よ
う
に
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は
場
の
体
く
よ
う
に

ゑ
は
涼
ー
く

冬
は
暖
か
に

花
は
野
に
あ
る
よ
う
に

刻
陪
は
早
め
に

所
ら
ず
と
も
雨
の
用
念

ね
客
に
心
せ
よ

図3 利休七則（七つの教え） 16) 

「おいしいお茶を点てるために、心を込めよう」「お湯

は沸かすだけでなく、よい加減に調節しよう」「目や心

でも涼しさや温かさを感じられる工夫をしよう」「お茶

席の花はできるだけ自然のままの姿で取り入れよう」

「限られた時間を大切にするために、心にゆとりを持

って行動しよう」「あわてずにどんなことにも対応でき

る準備と心構えをしておこう」 「お互いが相手のことを

思いながら、一緒にお茶を楽しもう」。それらは千利休

が大切にした言葉と言われている1710

また「和敬静寂」という一つ一つが茶道の心を表し

ている言雖がある（図4)18)0 

和（お互いに相手のことを思いやって仲良くする。）

敬（お互いを敬い合う。 大切にし合う。）

浩（消らかという意味。見た目の箭潔さだけでなく、

心の中も清らかであるということ。）

寂（どんな時にも動じない。何が起こってもいつも

通りいられる心がけが大切。）

図4 和敬静寂 （わけいせいじゃく） (81 

茶道の授業を通して、生徒に気づかせたいことは次

の3点である。
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．昔の日本人の生活は、現代とは異なり生活用品も限

られていた中で、暮らしを楽しみ、快適に経らすた

めのエ夫をしていたということ。

• 利休七則にあるように客をもてなすには、手間、時

問がかかるが、お茶席を楽しむには必要であること。

・現代人の意思決定に係る選択基準に「効率化」「時間

短縮」が俊先される傾向にある。古くから受け継が

れてきている伝統食や和食のだしを使った料理など、

手間がかかると敬遠されがちであるが、良さを知り

目的や場に応じた考えをしていくこと。

それらに気づくことで、受け継がれてきている文化

を大事にしていこうという心梢が育つと考える。本校

の研究テーマ 21世紀型思考力の育成していくために

も、茶道を通 した生活文化の継承に関する新たな視点、

気づきは必要なことであると考える。

(3) 知識構成型ジグソー法の活用

知識構成型ジグソー法9/JUは、CoREF(東京大学 大学

発教育支援コンソーシアム推進機構）の開発した協調

的な学びを引き起こすアクティブ ・ラーニング型の学

習形態である。本校では、平成 25年度から 27年度ま

での 3年問、 「未来を切り拓く対話からの学びー協調学

習による個を生かす授業づくり一」をテーマに全教科で

知識構成型ジグソー法を取り入れた授業づくりを行っ

てきた。家庭科の成果として 「知識梢成型ジグソー法

を題材の導入部分で取り入れることで、題材への典味

を高めることにつながる」「他教科との関連性持たせた

視野の広い課題に取り組みやすく有効であった」JI)こと

を引き継ぎ、昨年度も食生活の題材で知識構成型ジグ

ソー法の授業実践を行った。「間い」 「エキスパート臼

料」を工夫することで 「主体的」「対話的」「深い学び」

へとつながるということが検証できた。今年度も生活

文化の継承 • 発信の題材において生活文化を多面的・

多角的に捉えるためには効果的であることから、知識

構成型ジグソー法を取り人れていく。

①問いの工夫

日本の伝統的な 「衣」 「食」「住」の生活文化の良さとは

エキスパート臼料をもとに、日本の伝統的な生活文

化の良さについて考え、話し合うことによって日本人

の生活事象の見方・考え方に理解を深め、生活文化を

多面的 ・多角的に捉えるこ とができ、 主体的に継承 ・

発信していこうとするのではないかと考え問いを設定

した。そ してこの問いに迫ることで生徒は、主体的に

生活文化を継承 • 発信していこうとするのではないか

と考えた。

②エキスパート資料の工夫

授業計画の段階では、茶道を通した衣食住に関する

エキスパート斑料を作成する予定であったが、ワーク

シートの授業感想や意識調査から、生徒達はお茶会の

体験を通して、さ らに「和食」「和菓子」「渚物」など

日本の伝統文化についての学びを希望していることが

分かった。 そこで、 生徒の典味 • 関心と家庭科の衰質 ・

能力の育成の視点から、エキスパート毀料を 「衣生活」

「食生活」 「住生活」 「茶の心」の 4つに設定し、 さら

に公立中学校の家庭科教諭 3名と 協力しながら内容の

桔選を行った。 エキスハート資料の中から、日本の生

活文化の良さを見つけ出し、エキスパー ト活動を通し

て日本の生活文化についての理解が深まっていくよう

工夫を行った。

エキスハートA

『日本の伝統的な衣生活』

・日本の伝統的な衣服「和服」

• お茶会の装いはTPOを考えて

・珀物の種類（染め、織り）

・季節をあらわすかさね色n

＊伝統的な衣生活のよさについて考え、継承していくに

はどう行動していけばよいか班で話し合おう ！

エキスハートB

『日本の伝続的な食生活』

・「和食」の未来

・茶の味を引き立てる阻季折々の美しい和菓子

＊伝統的な食生活のよさについて考え、継承していくに

はどう行動していけばよいか班で話し合おう！

エキスパー トC

『日本の伝統的な（主生活』

・伝統的なftまい

・日本間のはじまり困院造り

・茶室でのマナー

・七足で家に上がらない習恨

・庭はいちばん身近な自然

＊伝統的な住生活のよさについて考え、継承していくに

はどう行動していけばよいか班で話し合おう ！
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エキスパート D

『茶のこころ世界へ 1 0 0年後の皆さんへ』

・茶道家千家大宗匠の千玄室さん

メッセージ100年後の皆さんへ

＊日本文化の継承・創造について千さんはどう考えてい

るだろうか千さんのメッセージを参考に班で話し合

おう！

3 一枚ポートフォリオ評価法

一枚ポー トフォリオ評価法 (OPPA: One Page 

Portfolio Assessment) JZは、堀 (2013)によって提唱

された評価法である。本校でも理科や社会科で取り入

れており 、家庭科も今年度より取り入れ、研究を深め

ていきたい。

① OPPAの定義

一枚の紙の上に単元や学習内容のまとまりを単位と

して、生徒が授業の中で最も大切だと思ったこ とをま

とめたシート (OPPシート）を用い、記述内容を比較 ．

分析することで、概念変化や学びの深まりを知る こと

ができる。 一つの方法で学習者と授業者の双方が活用

できる評価方法として提案されたものである。図5は

本題材で使川 した OPPシートである。

.. 貪......

9軍. .. 
•• 
... パ-HII i, ● -• 

,,._・I "●ーブ

図5 生活文化の継承•発信の OPP シート

② OPPAの原則

OPPAは、 OPPシートを使って点数化 したり、 ラン

クづけをしない。その理由として堀は、次のように述

べている。「第一は、学習者が学習した内容に関する実

態を可能な限り的確に把握したいからである。学習内

容を点数化したり、ランクづけすると、学狩者は想定

した枠の中で新動しがちになる。第二は、学習者はわ

れわれの想定外の可能性をもっているからである。 想

定された最もよい状態が存在し、それとの比較による

考え方である。学習者はそれを超えるかもしれない （一

部省略）。第三は、評価は学習者の資賀 ・能力を育成す

ることを重視しているからである。究質 ・能力の育成

にも、もちろんランクは存在する。 しかし、まず学習

者の資質 ・能力の育成を可能にするためには、とりわ

け一人ひとりを的確にみとる必要があるからである。

まず、そこを出発点にすると、 点数化やランクづけと

いう考え方は適切に欠けると考えられる。」 u~

③ OPPシートの自己評価によるメタ認知する資質 ・能

カの育成

生徒自身が自らの学び（思考や認知過程の内化 ・内

省 ・外化） の軌跡を自己評価することでメタ総知する

毀質・能力を邸めていくことにつながるとされている。

4 パフォーマンス評価 ・課題

西岡 (2016)叫まアクテイプ ・ラーニングの充実を

図るためにも、沢質・能力を育てるパフォーマンス課

題を教科において取り入れることを提案している。

①パフォーマンス評価

・知識やスキルを使いこなす（活用 ・応用 ・総合す

る）ことを求められるような評価方法。

②パフォーマンス課題

・様々な知識やスキルを総合して使いこなすことを

求めるような複雑な課題。

・具体的には、論説文やレポート、展示物といった

完成作品や、スピーチやフレゼンテーション、実

験の実施といった実浪（狭義のパフォーマンス）

を評価する課題。

③パフォーマンス課題のシナリオに織り込む6要素

①何が目的 (GOAI)か？ ② （学科者が担う）役割は何か？

③誰が相手か？ ④想定される状況は？

⑤生み出すべき完成作品 ・パフォーマンスは？

⑥評価の観点 心珈紐澁1.-rrm• rた））を介てるパフAーマンスi暉 J上り
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上記の 6要素を踏まえ、木題材におけるパフォーマ

ンス課題を設定した。

外国から来た留学生KENに「日本の伝統的な衣食（主の生

活文化ついて紹介して欲しい」とお願いされました。日本

の衣生活、食生活、（主生活について、あなたはどう紹介し

ますか？パワーポイン ト5枚~8以内を作成しプレゼンテ

ーションしましょう ！

V 授業実践

1 2学年実践事例

(1)題材名 日本の生活文化の継承•発信

(2) 題材の目標

・日本の生活文化を多面的 ・多角的に捉え、よさに

気づくことができる。

・日本人の生活事象の見方 ・考え方を知り、よりよ

い生活を日指し、生活を工夫し創造できる。

(3) 本実践の目的

家庭科で育成する毀質 ・能力の一つとして、グロー

バル化に対応する力がある。本題材は新学習指禅要領

（平成 29年告示） U1「B衣食住の生活」 (3)(4)(6)で構成

されている。そこで木実践の目的は、日本の生活文化

の継承 • 発信の授業実践を通して、日木人の生活事象

の見方 ・考え方を知り 、自国の生活文化の良さを多面

的・ 多角的に捉え、主体的に継承 • 発信しようとする

生徒を育成することである。

(4) 題材計画

学習内容 授業形態

I• 2 お茶会を体験しよう l 全体・個人

:J 日本の生活文化の継承 • 発伯 全体.00人

留学生にA本の衣食住の生活文化の良さを ジグソー学習
-I 

紹介しよう ！

5・6 プレゼンテーション浴料作成 グループ

7 プレゼンテーション（学級発表会） 全体・偕人

8 フレゼンテーション（学年発表会） 全体・阻人

， リフレクション 全体・個人

(5) 実践内容

① お茶会を体験しよう！ （第 1、2時）

日本の伝統文化の茶道が、生徒の生活の工夫につな

がっていくよう授業について茶道の先生方と検討を重

ねた。 前半は歴史、所作、 道具について、後半は実際

のお茶会を目の前で拝見し実践に入った（図6)。生徒

全員が亭主、客、お菓子お運びの 3役を体験できるよ

う3グループに分かれ活動を行った（図 7、図8、図

9、図 10)。

図6 お茶会を体験しようの授業の様子

図7 亭主役の生徒達がお茶を点てている様子

図8 お招きした先生にお菓子を運んでいる様子

図9 和やかな雰囲気でお菓子を頂いている様子

図10 亭主役の生徒がお茶を運んでいる様子
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A今日は初めてのお茶会を体険して、 lつ1つの行動に

いろんなやり方や礼9義があり、ずっと続いてきたこと

を知ってビックリしました。お茶は今まで続いてきた

から、これからも続けていく べきだと思し、ました。

Bヘッ トボトルのお茶を飲む時は、 なんとも思っていな

かったけど、本当のお茶は丁卵にそして人を思う気持

ちをもって飲むことがわかりました たくさん就えな

いといけないこともあるけどお茶会をよくするために

は必要なことだと思った。

c季節によってお花やお媒子が違うことを知りました。

今Hは紅痰のお菓子だったので、夏はどんなお菓子に

なるのか知りたい。見てみたいと思いました。

生徒のコメントから、Aは所（乍一つ一つに注目して

いたことが分かる。Bは生活事象の見方 ・考え方を理

解し、たくさん鈷えることがあるが、お茶会をよくす

るためには必要と理解できたという記述となっている。

Cは季節によってお花やお築子が辿うといことに気づ

き、以のお菜子への腿味を高め、考えを広げようとし

ている記述となっており生活‘ド象の見方 ・考え方を理

解させることができた実践となった。

② 生活文化の継承•発信（第3 時）

前時のお茶会の休験を振り返り、 パフォーマンス課

題を提示し、これからの学習への見辿しを持たせた。

③ 留学生に日本の衣食住の生活文化の良さを紹介し

よう！（第4時）

知識構成型ジグソー学習でn木の伝統的な衣食住の

生活文化の良さについて、エキスパート資料をもとに

班で話し合い考えを深めた（図 11)。

で、パワーポイントを発信の道具として、 1舌川するこ

とにした。ジグソー班でまとめた考えをもとに、イン

ターネットで梢報を集め、考えを深めていった。 日本

文化の良さを招学生に紹介するプレゼンテーション質

料作成を通して、「F1本の生活文化の良さ」 「受け継が

れてきている理由」についてグループで、梢報を吟味

し作品を作っていく生徒たちの姿が見られた。作成を

家庭科で2時間、技術科で1時間行った。技術科と連

携しプレゼンテーション資料作成に取り組んだことに

より、和を連想させる曲を取り入れた班など、アイデ

ィアを出し合いパワーポイント活用の技術も謀まった。

⑤ プレゼンテーション学級発表会 （第7時）

全10グループ発表し、学級代表の 2グループを選出

した。各グループのプレゼンテーションの内容、発表

方法、作品の出来ばえを観点に沿って批判的に評価 し

ながら真剣に発表会に参加する生徒の姿が見られた。

⑥ プレゼンテーション学年発表会 （第8時）

各クラスから選出されたグループの発表は、内容も

充実しており、自分たちの班ではが気づかなかった考

えを、発表会を通して知ることができた。「衣食住の共

通点を探しマナーが大事ということを伝えていて、も

っと考えていくといろんな発兄があると思った。」とい

う生徒の気づきや、「今まで、日本文化って地味と思っ

ていたけど、自分が主役ではなく相手のことや周りや

自然との調和を考えているんだと知り見方が変わりま

した。」他の班の発表を通して、日本文化について多面

的・多角に捉えることができ、新たな視点や、考えが

生まれるきっかけとなる機会となった（図 12)。

図11 知識構成型ジグソー学習の様子 図12 プレゼンテーション学年発表会の様子

⑦ リフレクション （第9時）

④ プレゼンテーション資料作成 （第5、6時） これまでの学習を振り返り、 OPPシートを記入し、

刷』の授業の中で話し合い活動・惹見交流を取り入 完成させた。学習前後の比較を通して、できるように

ている。 本題材は、生活文化の継承 • 発信ということ なったこと、学びの成長を実感させた。
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題材全体を振り返ることを通して、生活文化に関す

る新たな問いや、興味が邸まった生徒も多く、次の学

びに向けた主体的な態度をはぐくむことができた。

(6) 授業実践の考察

① 実践を踏まえた授業の改善

知識梱成型ジグソー学習のエキスパート活動では、

短時間で衰料から情報を整理し、衣食住それぞれの良

さを見つけ出さなければならない。生徒達の活動の様

子から良さを見つけ出せている生徒と、見つけ出せて

いない生徒がおり、見つけ出せていない生徒に手立て

を講じる必要性を感じた。そこで、滋賀大学教育学部

附属中学校が開発した思考ツールフラワーマップJIを

エキスパート活動で活用することにした。時間内にこ

れだけは見つけ出して欲しい視点のキーワードを教師

が提示し、生徒は提示されたキーワー ドに関連した生

活文化の良さをエキスパート毀料から探し、花びらの

中に記入 していく。楽しみながら衰料から情報を整理

し、フラワーマップに書き込んでいく生徒の姿が見ら

れた。また、キーワードを提示していない空欄の花び

らを設けることで、情報をつなげ自身の考えを自由に

書き込むことができるようにアレンジした（図 13)。

チャレンジ I!

●工年スバート●""'ら員さヽ 1つけ．
●で●し會い,,ワーマッブ奮貫重さ冒よう I

図13 フラワーマップ （生徒ワークシート）

フラワーマップをエキスパート活動で取り入れたこ

とにより、生徒一人ひとりの思考の深まり、グループ

内の思考の深まりをみとることができ、学習がスムー

ズに進むよう支援することができた。

② 生徒の学習の評価

（ア） 生徒の変容のみとり

OPPシート（図5)18)を活用 したこ とで、生徒自身

も学習前後の考えを比較し、学びの深まりを実感でき

たことが、生徒の記述よりみとれる。

図5は、表面ば学習の履歴が記述できるようになっ

ており、生徒自身が考えた授業のタイトル、大切だと

思ったことを記述していく。 OPPシートの「学習前と

学習後であなたの考えはどのように変わりましたか？」

という問いから生徒の変容を見ていく 。

学習前は、日本は文化を大切にしている国だと思っていま

早が、そうではないかもしれないと思いましt.:c

昔から受け継がれてきている文化を学ぶうち、その多くが

失われてきていると知りました。今、H本の伝統的な住居に

在らしている人はほとんどいません。先祖や神様、家族のた

めであった行事もその意味を理解していない人が、増えてき

ていると思います。このまま失われていくと、とても残念な

ことだと思うので、私たちが栢極的にその知識を学び、伝え

ていくべきだと思し、ました。 （生徒Tの記述）

生徒 Tの記述から学習前は、日本は文化を大切にし

ている国だと思っていたが、学習を通して日本文化が

失われつつある現実を知り 、継承していくことの大切

さに気づくことができたと推察できる。

学習前は、昔からある文化だから大切にしようとしているだ

けだと思っていたけど、受け継いでいこうとしているのには理

廿lがあることが分かった"(主生活では、これまでは涼しくする

ためにクーラーや扇風機を使えばいいと思っていたが、窓を大

きくすることで、風通しがよく涼しさにつながると知った。窓

を開け風通しをよくしていきたい。日本文化は見た目の美しさ

だけでなく、背の人が牛きていくためや、 1妬府に生活できるよ

うに考えられた文化だと思う。 （生徒Rの記述）

生徒 Rの記述からは、これまで、日本文化について

表面的な部分での理解にとどまっていたが、学習を辿

しで快適に生話できるように考えられた文化である

という考えを持ち、生活へつなげていると推察できる。

学習前は、なぜ外国から在い評価を得ているのか、且杢茎

化の具体的な良さが、何なのかが分からなかったけど、学閃

を通して分かるようになりました。例えば衣生活では色や柄

で四季を表現します。氏生活では一n三菜で栄養バランスが

良く、色どりや食材で牟節を感じることができます。（主生活

では、広い空間を作ったり、庭の美しい自然が魅力的です。

また、且～本文化は地味だと思っていましたが、「おもてなしの

心」で、自分が主役ではなく周りを引き立てるという考えが

あることも知りましt=-.日本文化は、見られなくなってきて

いるものもあるので、日々 の生活の中で少しでも取り入れ、

維承していく ことは大切だと思います^ （生徒Hの記述）
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生徒 IIは、学習を通して得た日木の衣食住の生活文

化の良さを、自分の考えを入れ具体的に表現できてい

る。これまでは、H木文化を地味だと思っていたが、

自分が七役ではなく周りを引き立てるという「おもて

なしの心」と結び付け、考えることができたと推察で

きる。

学習前はほとんどの生徒が、 H本の伝統文化とは、

自分達の生活とかけ離れたところにあると考えていた

ことが OPPシートの記述からみとれた。題材を通して

自分達の生活の中にあると気づくことができ、日々の

生活を大切にしていこうという心梢を芽生えさせるこ

とができた。以上のことから、目指す生徒像の一つで

ある「日本の生活文化の良さを多面的・多角的に捉え、

気づくことができる生徒」に迫れたと考える。

（イ）よりよい生活を目指し、 主体的に学び、生活を

工夫し創造できる生徒のみとり

「題材で得た知識や考え方を実牛活で、どのように

生かすことができましたか？」という問いのみとり。

おばらゃんの家に行って、和室のたたみの香りや、自然を感じ

たり、お茶を出す時には相手への思いやりの心を持って出したり

しt~ また、衣では四季の変化を感じられるような洋服を芯たり

することができた。 （生徒Mの記述）

生徒 Mの記述から本題材を辿して学んだことを、生

かし自分なりに工夫し、生活に取り入れることができ

ていることがみとれる。この時点では、中学での衣生

活、住生活の技能 ・技術に関する学習はスタートして

いない。木閣材後に衣生活の学習がスタートした。学

習前に知りたいこ とや問いを持っており、衣生活の学

習に対する主体的な態度をはぐくむ学びとなった。

自分で実際に日常生活の中で活用していくことが「絹9代」だと

思いました。「KENに伝えよう」と考えた時に最初、何をどうや

って伝えればよいか分からなかったけど、今ぱ自分の生活に取り

入れる事で、伝えることができると思います。「ムーチー」や「サ

ーターアンダギー」などの沖縄の文化を伝えていきたいです-,

家族や近所の和食の先生に、家庭料理を教えてもらったりしてい

ます。 （生徒Kの記述）

生徒Kは、日常生活で活用していくことが、「継承」

ということに気づき、自分の生括を見つめ家庭 ・地域

へとつなげ考え行動することができたと推察できる。

ほとんどの生徒が、超材で得た知識や考え方を、「実生

活で生かすことができた」と具体的に記述できていた。

③授業デザインの振り返り

本実践は、「様々な生活市象について他の生活 •j湯象

と関連付け、批判的に検討し、総合的に考察する力」

の育成を「痺に取り組んでいくことで、本教科の研究

テーマ「学びをつなげよりよい生括を創造する生徒の

育成」の実現に迫れるものと考えた。そして、生活事

象について捉える場面では、表面的な部分や、主だっ

た部分での解釈や知識に頼りがちであった生徒達に、

茶道の体験を軸にして、生活事象の背梨や、他の生活

4噂象との関連付けができるよう工夫した授業提案であ

る。「伝統文化の継承」について批判的に検討する場面

が「①グループ内での話し合い（第4時）」「インター

ネットの梢報の吟味•発表内容の吟味（第 5 、 6 時）」

「他のグループの発表を間き自分の考えを構築する

（第7、8時）」と 3度あった。その中で生活文化の継

承について総合的に考察し、生徒一人ひとりが生活文

化を多面的 ・多角的に捉え、継承していくことの大切

さに気づくことができたと言える。また、伝統文化の

継承の担い手は、自分達自身であることに気づき、失

われつつある文化もあるので、籾極的に生活の中に取

り入れていこうとするt体的な姿もみとれた。

家庭科の目標は学んだことを家庭での実践で生かす

ことである。先に挙げた「姪材で得た知識や考え方を

実生活で、どのように生かすことができましたか？」

という問いで、ほとんどの生徒が本題材での学びを生

活に生かしていると具体的な例を培げて記述できてい

た。そのつ目の理山として、批判的に検討する場を

3度設けたことにより 、生活文化の継承について深く

考えることにつながり、総合的に考察し「日本文化を

自分たちの生活に生かし受け継いでいかなければ失わ

れていく 」という現実を理解し、考えを深め実践へつ

なげたと考える。また、学ぴが家庭での実践につなが

ったもう ―．つ目の理由は、 OPPシートの活用とパフォ

ーマンス課赳を設定したことで、生徒達に題材のゴー

ルを毎時間、確認させることができたことが挙げられ

る。以上のことから、木教科の研究テーマ「学びをつ

なげよりよい生活を創造する生徒の育成」の実現に迫

れた授業デザインであったと言える。

カリキュラム ・マネジメントの而から見ていく。第

2学年のII木文化に閲連する学習内容（図 14)、社会、
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国語で学んだ知識を家庭科へとつなげ理解を深め、京

都への修学旅行でH木文化に直接触れ確かめることで、

より深い学びとなったことが教科間でも確認できた。

囚品

生活文化の
継承 • 発信

留学生に衣食住の
生活文化の良さを

紹介しよう

図 14 第2学年の日本文化に関連する学習内容

VI 成果と課題

1 成果

・アクテイプ ・ラーニングの視点を取り入れた生活文

化の継承 • 発信の授業デザインを実践することがで

きた。

・OPPA、パフォーマンス課題を取り入れたことで、

題材全体の見通しを生徒に持たせることができた。

また OPPシートで毎回の学びのプロセスをメタ認

知することで、 学びが深まり 、実生活における実践

へとつなげることができた。

・家庭科で取り組む茶道の教材化を、茶造の先生）］と

協働し行うことができたc 茶道を通して生活文化に

関する新たな視点、気づきを生徒一人ひとりに持た

せることができ、生活事象を多面的 ・多角的に捉え

ることにつながった。

．昨年度に引き続き、知識構成型ジグソー法のエキス

パー ト質料の精選、授業デザインの検討を公立の家

庭科教諭と協働で行うことができた。

2 課題

• 本題材は新学習指追要領（平成 29 年告示） ：1; 「B衣

食住の生活」での生活文化の継承 • 発信についての

アクティブ ・ラーニングの視点を取り入れた授業提

案である。生活事象について多面的・多角的に捉え、

生新文化について理解を深め、自分の考えを表視で

きるようになったが、 9時問かけることは蹄躇され

る。カリキュラム ・マネジメントの面から授業デザ

インの再検討をし、指導計画への位骰づけを考えて

しヽきたし‘。

・OPPAについての研究を深め、よりよい評価へつな

げていく。

・パフォーマンス評価 ・課題を取り入れた題材を各学

年で行えるよう研究を深めていく。
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